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4次元ランジュバン模型に基づいてメンデレビウム同位体の核分裂片の質量数、全運動エネルギー、変形度

等の分布の計算を行った。JAEAが測定したデータとの比較検討、質量数分布の二山から一山分布への変化の

可能性を調べ、この質量数領域での核分裂機構の変遷についての情報を得た。
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1. 緒言

100番元素のフェルミ二ウムは 257から 258に中性子が一個増え

ると、質量非対称分布から質量対称分裂になることがわかっている

[1]。そこで一つ隣であり、最近 JAEA でデータが測定された 101番元

素のメンデレビウムの核分裂機構を調べた。

2. 方法

励起エネルギー10MeVと固定して、4次元ランジュバン模型[2]によ

りメンデレビウム同位体の核分裂計算を行った。原子核の形状を二中

心模型で表し、自由エネルギーに対する殻補正の温度依存性は文献

[3]に従って計算した。

3. 結果

図 1のように 264Mdは⼀⼭の質量数分布となった。また、図２に
264Mdの核分裂生成物の質量と全運動エネルギー（TKE）の相関図を

示す。図２から質量対称核分裂モードは TKE の大きい Supershortモー

ドであり、さらに質量非対称核分裂モード（Standardモード）が共存

しピークの Wing を形成することがわかった。

4. 結論

264Mdは質量対称分裂と質量⾮対称分裂のどちらにも核分裂するが、主要成分は Supershortモードに対応

する対称分裂である。当⽇は他の同位体に対する結果を含めて系統的な計算の結果とその解釈を議論する。
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図 1 264Mdの核分裂収率

図２ 264Mdの核分裂⽣成物の TKE
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